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山口市食料・農業・農村振興プラン策定委員会設置要綱

（設置及び目的）

第１条　この要綱は、本市の農業・農村の現状、課題等を明らかにし、本市の食

料・農業・農村振興の指針となる山口市食料・農業・農村振興プラン（以下「プ

ラン」という。）を策定するにあたり、生産・流通・消費等の関係団体等の意

見を幅広く反映させ、農業振興施策を推進するため、山口市食料・農業・農村

振興プラン策定委員会（以下「策定委員会」という。）の設置・運営について

必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第２条　策定委員会は、次に掲げる事項について検討し、意見を述べるものとす

る。

　（１）プランの策定に関する事項

　（２）その他プランの策定に関し必要な事項

（組織）

第３条　策定委員会は、本市の食料・農業・農村に深く関わりのある者の中から、

市長が委嘱する委員をもって組織する。委員の数は15人を超えないこととする。

（会長）

第４条　策定委員会に会長を置き、委員の互選によって定める。

２　会長は策定委員会を総理する。

３　会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委

員が、その職務を代理する。

（会議）

第５条　策定委員会は、会長が招集し、会長が議長となる。

２　会長は必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を
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聴くことができる。

（任期）

第６条　委員の任期は、委嘱の日からプランの策定を終了するまでとする。ただ

し、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（庶務）

第７条　策定委員会の庶務は、経済産業部農林政策課において処理する。

（その他）

第８条　この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、

市長が別に定める。

　　　　附　則

　この要綱は、平成28年５月31日から施行する。
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１山口市食料・農業・農村振興プラン策定委員会委員名簿（50音順：敬称略）
氏　　　　名 所　　　　属

江本　紀代子（平成 28年度）
山口市生活改善実行グループ連絡協議会

田中　京子　（平成 29年度）
小野　哲司　（平成 28年度）

防府とくぢ農業協同組合
久門　浩之　（平成 29年度）
藏本　正敏　（平成 28年度）

山口県山口農林事務所
牛見　哲也　（平成 29年度）
河野　優二 生活協同組合コープやまぐち
小林　紀代士　 農事組合法人川西
椎木　耕司 ＮＰＯあとう
杉山　均 株式会社山口青果卸売市場
種市　豊 国立大学法人山口大学
中村　芳男 山口市認定農業者の会
原田　俊二　 山口中央農業協同組合
藤井　公 山口商工会議所
本永　利文 公募委員
安田　敏男 山口市農業委員会
山本　浩二 山口宇部農業協同組合
吉冨　崇子 山口消費生活研究会

２策定経過

年　月　日 内　　　容

平成 28 年 11 月 15 日
第１回策定委員会
・委員委嘱、プラン策定の概要について

平成 29 年２月３日
第２回策定委員会
・アンケートの実施、素案の骨子について

平成 29 年５月 29 日
第３回策定委員会
・委員委嘱、素案（第１章～第３章）について

平成 29 年７月 31 日
第４回策定委員会
・素案（第１章～第６章）について

平成 29 年９月 22 日
第５回策定委員会
・素案について

平成 30 年（2018 年）２月５日
第６回策定委員会
・最終案について
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　食料・農業・農村に関するアンケート調査（一部抜粋）

（１）　調査概要

　①調査方法と調査対象　　
調査対象 調査方法 抽出方法 対象者数

市内市立中学校
（17 校）２年生

学校を通じて配布
・回収

市内市立中学校２年１組の生徒 455 人

20 ～ 50 代市民 郵送配布・郵送回収
市内 21 地域ごとに男女別・年代別に各 10
人ずつ、住民基本台帳より抽出

1,680 人

認定農業者 郵送配布・郵送回収 山口市認定農業者の会会員名簿に記載 268 人
合　　　計 2,403 人

　②調査期間と回収状況

　　調査期間：平成28年12月19日（月）～平成29年１月12日（木）

　　回収状況：

　　　ア市内市立中学校（17校）２年生
性　別 人　数 比　率
男 201 人 48％
女 218 人 52％
無回答 ２人 ０％
合　計 421 人 100％

　　　イ20～50代市民
性　別 人　数 比　率 性　別 人　数 比　率
男 267 人 42％ 20 代 132 人 21％
女 359 人 57％ 30 代 144 人 23％
無回答 ４人 １％ 40 代 149 人 24％
合　計 630 人 100％ 50 代 203 人 32％
　 　 　 無回答 ２人 ０％
　 　 　 合　計 630 人 100％

　　　ウ認定農業者
選択肢 回答の数 比　率
個　人 106 人 65％
法　人 57 人 35％
合　計 163 人 100％
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　　　有効回収率：
調査対象 対象者数 回答者数 回収率

市内市立中学校
（17校）２年生

455 人 421 人 92.5％

20 ～ 50代市民 1,680 人 630 人 37.5％
認定農業者 268 人 163 人 60.8％

合　　計 2,403 人 1,214 人 50.5％

　（２）　調査結果

　　①農業への興味や関心

　　　ア市内市立中学校（17校）２年生

　　　　・男子生徒よりも女子生徒のほうが農業に興味・関心がある。

　　　　・農作業体験は、農業への興味・関心を促す。

　　　　・学校（地域）によって、興味・関心を持つ生徒の割合に大きな差があ

る。

問：あなたは「農業」に関心や興味がありますか。（１つだけ選んでください）
無回答
1％（ 4人）

ない
58%

（243人）

ある
41%

（174人）
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　　【男女別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

無回答

女

男

人数（％）

無回答

ない

ある

・「農業」に
関心や興味
が

78(39) 121(60) 2(1)

96(44) 122(56) 0

0 2(100)

　　【農作業体験の有無別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

無回答

ない

ある

無回答

ない

ある

人数（％）

・「農業」に
関心や興味
が

農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が

163(45) 200(54) 2

11(20) 43(80) 0

0 2(100)
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　　【学校別】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある
ない

・「農業」に
関心や興味
が

無回答

人数（％）

仁保

湯田

大殿

阿東東

大内

潟南

阿東

潟上

二島

徳地

宮野

白石

秋穂

川西

小郡

平川

阿知須

11(37) 18(60) 1(3)

11(48) 10(43) 2(9)

8(50) 7(44) 1(6)

6(23) 20(77) 0

8(29) 20(71) 0

12(35) 22(65) 0

9(36) 16(64) 0

10(37) 17(63) 0

10(38) 16(62) 0

11(41) 16(59) 0

6(43) 8(57) 0

11(44) 14(56) 0

9(45) 11(55) 0

14(48) 15(52) 0

14(50) 14(50) 0

14(54) 12(46) 0

10(59) 7(41) 0
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　イ20～50代市民

　　・女性よりも男性の方が農業にやや興味・関心がある。

　　・年代による大きな差異はないが、地域によって興味・関心を持つ人の割合

に大きな差がある。

　　・農作業体験は、農業を仕事にしたいと考える人を増やす。

問：あなたは「農業」に関心や興味がありますか。（１つだけ選んでください）

ある
50％

（317人）

ない
49％

（308人）

無回答
1％（4人）

無効
0％（1人）

　　【男女別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

女

男

ある
ない

無回答 4（1）

無効 1（0）

無回答

人数（％）

無効

140(52)

175(49)

2(50)

127(48)

179(50)

2(50)
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　　【年代別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

50 代

40 代

30 代

20 代

・「農業」に
関心や興味
が

人数（％）

ある
ない
無回答
無効

65(49)

74(51)

73(49)

103(51)

2(100)

66(50)

69(48)

76(51)

97(48)

1(1)

1(1)

3(1)

　　【農作業体験の有無別】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

ない

ある

人数（％）

255(59)

62(32)

1(100)

132(68)

176(40) 3(1)
農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が

ある
ない
無回答
無効

・「農業」に
関心や興味
が
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　　【地域別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

徳地

仁保

大内

吉敷

名田島

小郡

大殿

湯田

阿知須

白石

陶

嘉川

秋穂二島

小鯖

秋穂

平川

鋳銭司

阿東

佐山

宮野

大歳
人数（％）

12(35)

11(37)

11(42)

15(45)

13(45)

9(45)

13(45)

11(46)

13(46)

18(47)

13(48)

14(48)

15(50)

14(50)

16(53)

25(57)

16(59)

16(59)

18(60)

23(64)

21(68)

22(65)

19(63)

14(54)

18(55)

16(55)

11(55)

15(52)

13(54)

14(50)

20(53)

14(52)

15(52)

15(50)

14(50)

13(44)

19(43)

11(41)

11(41)

12(40)

13(36)

9(29)

1(4)

1(3)

1(4)

1(3)

1(3)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ある
ない
無回答
無効

・「農業」に
関心や興味
が
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②職業としての「農業」について

　ア市内市立中学校（17校）２年生

　　・90％の生徒が「将来農業を自分の仕事にする可能性は低い」と考えている。

　　・農作業体験は、農業を仕事にしたいと考える人を増やす。

　　・仕事にしたい理由としては、「米や野菜や肉などの食べ物を作りたいから」、

「身近に農業をしている人がいるから」「楽しそうだから」など、生産に興

味がある意見や、農業を身近に捉えた意見が多い。

　　・仕事にしたくない理由として、「他に興味のある仕事があるから」が最も

多い理由だが、「重労働だから」「もうかりそうにないから」など、「農業」

に対してのマイナス要因を理由とした意見も多い。

問：あなたは将来「農業」を自分の仕事にしたいと思いますか。

61％
（258人）

29％
（120人）

3％（11人）

思わない

分からない

思う（兼業農家になりたい）

思う（専業農家になりたい）

思う（農業をする会社で働く人になりたい）

思う（農業をする会社の社長になりたい）

無回答

6％
（26人）

1％（3人）
0％（2人）

0％（1人）

　　【農作業体験の有無別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

無回答

ない

ある
分からない

思わない

思う（農業をする会社で働く人になりたい）

思う（農業をする会社の社長になりたい）

思う（兼業農家になりたい）

思う（専業農家になりたい）

無回答

人数（％）

106(29) 219(60)

3(1)
26
(7) 10(3)

14(26) 39(72) 1(2)

2(100)0

農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が
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　　【「農業」を自分の仕事にしたいと思う理由】（３つまで複数回答可）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

その他

他に興味のある仕事が思いつかないから

創造性があるから

休みが多いから

独自性があるから

もうかりそうだから

自分に向いてそうだから

農地や景観を守りたいから

人の役に立つから

自分のペースで仕事ができそうだから

楽しそうだから

身近に農業をしている人がいるから

米や野菜や肉などの食べ物を作りたいから 18

18

16

10

8

7

5

4

1

0

0

0

5
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　　【「農業」を自分の仕事にしたくない理由】（３つまで複数回答可）

154

94

46

36

32

31

25

1

23

22

14

8

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

無回答

その他

農地や景観を守りたいと思わないから

休みが少ないから

身近に農業をしている人がいないから

米や野菜や肉などの食べ物を作りたいと思わないから

汚れるから

楽しくなさそうだから

天候に左右されるから

もうかりそうにないから

重労働だから

自分に向いてなさそうだから

他に興味のある仕事があるから

　　イ20～50代市民

　　　・76％の市民が「農業を自分の仕事にしたくない」と回答している。

　　　・農作業体験は、農業を仕事にしたいと考える人を増やす。

　　　・仕事にしたい理由としては、「米や野菜や肉などの食べ物を作りたいか

ら」「農地や景観を守りたいから」「身近に農業をしている人がいるから」

「自分のペースで仕事ができそうだから」など、生産に興味がある意見や、

自然環境保護、農業という仕事の特性の理由が多い。

　　　・仕事にしたくない理由として、「自分に向いてなさそうだから」と「重

労働だから」が最も多く、次いで「他に興味のある仕事があるから」「天

候に左右されるから」「もうかりそうにないから」といった「農業」の

実務に対しての不安要因の理由が多い。
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問：あなたは将来「農業」を自分の仕事にしたいと思いますか。

思わない

思う（その他）

思う（兼業農家になりたい）

思う（農業をする法人の構成員になりたい）

思う（すでにしている）

思う（専業農家になりたい）

無回答

76％
（480人）

9％
（59人）

6％
（41人）

3％
（17人）

3％
（16人）

2％
（11人）

1％
（4人）

0％
（2人）

思う（農業をする法人の代表者になりたい）

　　【農業体験の有無別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

無回答

ない

ある 思わない

思う（その他）

思う（兼業農家になりたい）

思う（農業をする法人の構成員になりたい）

思う（農業をする法人の代表者になりたい）

無回答

思う（すでにしている）

思う（専業農家になりたい）

人数（％）

310(71) 47(11) 13
(3)

16
(4)

4
(2)

6
(3) 2(1)169(87) 12(6)

1(100)

35(8)

3(1)

1(1)

9
(2) 2(0)農

作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が
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　　【「農業」を自分の仕事にしたいと思う理由】（３つまで複数回答可）

　　【「農業」を自分の仕事にしたくない理由】（３つまで複数回答可）

0

米や野菜や肉などの食べ物を作りたいから

農地や景観を守りたいから

身近に農業をしている人がいるから

自分のペースで仕事ができそうだから

すでに農業をしているから

楽しそうだから

創造性があるから

人の役に立つから

自分に向いてそうだから

独自性があるから

もうかりそうだから

他に興味のある仕事が思いつかないから

休みが多いから

その他

無回答

10 20 30 40 50 60 70 80

71

36

34

33

19

18

15

15

15

14

5

3

2

23

7

0 50 100 150 200 250

191

191

146

124

110

55

49

19

17

11

3

64

9

1

自分に向いてなさそうだから

重労働だから

他に興味のある仕事があるから

天候に左右されるから

もうかりそうにないから

身近に農業をしている人がいないから

休みが少ないから

汚れるから

楽しくなさそうだから

米や野菜や肉などの食べ物を作りたいと思わないから

農地や景観を守りたいと思わないから

その他

無回答

無効
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　　③農業経営上の問題点

　　　ア認定農業者の組織

問：認定農業者であるあなたは「個人」ですか、「法人の代表者」ですか。
　　また、農業上の「後継者」がいますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 80（49） 82（50）

45（42）

35（61） 21（37）

61（58） 0

1（1）

1（2）

人数（％）

個人

法人

いる

いない

無回答

ぶちうま！キャラクター
くろちゃん
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　　　イ農業経営上の悩み

問：農業経営上の悩みは何ですか。（３つまで複数回答可）
　　・「自分も含め高齢化が進んでいる」「人手が足りない」「後継者が確保でき

ない」といった、農業従事者についての悩みが多く、次いで「販売価格が

安い」「施設や機械が更新の時期にきていて費用がかかる」「資材・燃料代

などの高騰」等の収入や支出に関する悩みがいずれも上位に挙がっている。

0

自分も含め、高齢化が進んでいる

販売価格が安い

施設や機械が更新の時期にきていて費用がかかる

資材・燃料代などの高騰

人手が足りない

イノシシやサルなどの鳥獣被害が深刻

農地の区画が狭かったり、不整形であったりして作業がしにくい

後継者が確保できてない

収入が天候に左右されるため不安定

自分の農地付近の所有者（耕作者）が土地（農地など）の管理をせず荒らしている

販路を開拓したいが、なかなかうまくいかない

特に無い

高度な技術指導を受ける時間や機会が無い

最近の情勢がよく分からない

農地を借りたいが適当な農地が見つからなかったり、応じてくれる貸し手がいない

経営状態を改善したいが、何をすれば良いのかよく分からない

経営指導を十分に受ける時間や機会が無い

付近の住民から施肥、薬剤散布などで苦情を言われる

宅地化の進行によって農地が虫食い状態になり、農地の集積がうまくいかない

消費者や仲介業者がどのようなものを求めているのか分からない

人的ネットワークが広がらない

その他

無回答

無効

10 20 30 40 50

55

50

46

40

34

33

29

24

21

11

8

6

5

5

4

4

3

2

1

0

0

5

6

14

60
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　　　ウ今後の経営方針

問：農業経営の方針について、今後どのようにしたいと考えていますか。
　　・全体の半数が「現状維持」と回答しているが、残りの約４割は「規模拡大」

を考えている。

規模拡大
37％

（61人）

現状維持
50％
（81人）

規模縮小
7％（11人）
規模縮小
7％（11人）

経営転換
5％（9人）

無効
1％（1人）

問：具体的にはどのような規模拡大を考えていますか。（複数回答可）

選　択　肢 意見の数

借入農地を増やすことで経営規模を拡大 51

農作業の受託規模を大きくすることで経営規模を拡大 19

農地の面積は変えずに裏作の取組や拡大、土地利用率を上げる等して実質的な経営規模を拡大 14

農地を購入し、所有農地を増やすことで経営規模を拡大 13

飼養頭羽数等を増やす 3

飼養頭羽数等は変えずに飼養期間を短くし、回転率を上げる等して実質的な経営規模を拡大 0

その他（内訳：「6次産業化」が２、「畑作に向く農地であれば購入」が１） 3

合　　　計 103
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　　④主食としての米の潜在的需要

　　　・「あなたが最も好きな主食はどれですか。」の問いに対し、市内市立中学

校（17校）２年生及び20～50代市民のいずれも、「ごはん（米）」の割合

が最も多いが、中学生においては、その割合が半数にも満たず、若年世

代の米離れが懸念される。

　　　ア市内市立中学校（17校）２年生

問：あなたが最も好きな主食はどれですか。（複数回答不可）

ごはん
43％

（181人）

パン
27％

（114人）

麺類
29％

（123人）

無回答
1％（3人）

　　　イ20～50代市民

問：あなたが最も好きな主食はどれですか。（複数回答不可）

ごはん
76％

（479人）

パン
12％

（74人）

麺類
11％

（70人）

無回答
1％（7人）
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　⑤農畜産物の主な購入先と、購入時に重視する点

・86％の市民がスーパーマーケットで農畜産物を購入しており、市内の農畜

産物がこれらの店舗に多く流通すれば、市内における地産地消がより進むと

考えられる。

・しかし、「農畜産物を購入する際に重視する点」についての問いにおいて、

「市内産」又は「県内産」であることを重視すると回答した市民は極めて少

ないが、国内産であることを重視すると回答した市民は、「安心・安全かど

うか」との回答に次いで多かった。

・市内市立中学校２年生については、「価格の安さ」「味」「安心・安全かど

うか」「国産」の順となっており、ここでも「市内産」「県内産」を重視する

という回答は極めて少なかった。

　　ア20～50代市民

問：あなたは米や野菜、肉などの農産物を買うとき、主にどこで買っていますか。
（複数回答不可）

86％
（541人）

1％（4人）

1％（9人）

スーパーマーケット

スーパーマーケット

道の駅や地域の直売所

8％
（47人）

道の駅や地域の直売所

生協などの配送サービス

3％
（21人）

生協などの配送サービス

インターネット通販

0％
（0人）

インターネット通販

その他

1％（8人）その他

無回答

無回答

無効

無効
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問：あなたは米や野菜、肉などの農畜産物を買うとき、何を重視しますか。
（３つまで複数回答可）

369

323

307

242

181

109

76

41

29

27

26

9

2

3

6

0

安心・安全かどうか

国内産

価格の安さ

新鮮かどうか

味

健康に良いかどうか

県内産

量

生産者の分かる表示がある

調理の簡単さ

見た目

市内産

その他

無回答

無効

50 100 150 200 250 300 350 400
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　　　イ市内市立中学校２年生

問：あなたは食べ物を買うとき、何を重視しますか。（３つまで複数回答可）

0 50 100 150 200 250 300

価格の安さ

味

安心・安全かどうか

国産

新鮮かどうか

健康に良いかどうか

量

見た目

県内産

調理の簡単さ

生産者の分かる表示がある

市内産

その他

無回答

無効

242

208

192

132

108

77

71

44

15

14

10

2

10

2

6
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　⑥農産物の販売方法・販売先について

・多くの認定農業者が、販売先として「ＪＡ」を挙げている。次いで「道

の駅や地域の直売所」となっているが、市民の多くが農畜産物の主な購

入先としている「スーパーマーケット」を主な販売先としている認定農

業者は少なく、また、今後力を入れる販売先も「ＪＡ」と考えている認

定農業者の割合が大多数を占めている。　

問：あなたの農産物の販売方法・販売先の内、販売量が多いところはどこですか。
（上位３つまで複数回答可）

0 20 40 60 80 100 120 140

122

47

18

16

11

8

8

7

7

3

3

1

0

27

7

1

JA

道の駅や地域の直売所

酒造メーカー

県内市場

糧穀会社

インターネット直販

畜産農家

スーパーマーケット

県外市場

飲食店

加工業者

百貨店

海外輸出

その他

無回答

無効
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問：あなたの農産物の販売方法・販売先について、今後どこに力を入れていきま
すか。（上位３つまで複数回答可）

0 20 40 60 80 100

JA

道の駅や地域の直売所

酒造メーカー

インターネット直販

糧穀会社

県内市場

スーパーマーケット

県内市場

畜産農家

加工業者

飲食店

海外輸出

百貨店

その他

無回答

86

46

24

21

20

19

11

11

11

10

8

3

1

13

17
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⑦農村地域への居住希望の有無とその理由

　ア市内市立中学校（17校）２年生

・「農村に住みたい」と回答した生徒は33％であったが、その回答のほとん

どが「農作業を体験したことがある」生徒である。また、「農作業を体験し

たことがある」生徒の内35％の生徒が、「農村に住みたい」と回答している。

　このことから、農作業体験は農村に住みたい人を増やすことが分かる。

・「農村に住んでみたい理由」としては、「空気がきれいだから」「田、山、

川などの自然が多いから」「美しい景観があるから」などの、自然環境を理

由とした回答が多いが、「農村に住みたくない理由」としては、「不便だから」

「遊ぶ場所が無いから」「農村に住むと自分のしたい仕事ができないから」な

どの理由が上位を占め、自然環境以外の魅力に乏しいことが分かる。

問：あなたは将来「農村」に住んでみたいと思いますか。（複数回答不可）

無回答
0％（1人）

思う
33％

（138人）

思わない
67％

（282人）
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　　【農作業体験の有無別】�
人数（％）

0％ 20％10％ 30％ 50％ 70％ 90％40％ 60％ 80％ 100％

129（35） 235（65） 1（0）

46（85）8（15）

1（50） 1（50）

ある

ない

無回答

農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が

思う

思わない

無回答

　　【「農村」に住みたい理由】（３つまで複数回答可）

98

78

63

45

15

10

6

4

4

4

2

0

6

3

2

空気がきれいだから

田、山、川などの自然が多いから

美しい景観があるから

静かだから

住む人が少ないから

子育てに適した環境だと思うから

農村に住んだことがあり良かったから

年配の人が多いから

将来農業を仕事にしたいから

伝統文化があるから

活気があるから

便利だから

その他

無回答

無効

0 20 40 60 80 100 120
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　　【「農村」に住みたくない理由】（３つまで複数回答可）

156

124

78

67

44

44

30

12

11

5

3

8

不便だから

遊ぶ場所（娯楽施設）が無いから

農村に住むと自分のしたい仕事ができないから

大都市に住んでみたいから

住む人が少ないから

年配の人が多いから

活気がないから

子育てに適さない環境だと思うから

地域のしがらみが多そうだから

農村に住んだことがあり良くなかったから

騒々しいから

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

イ20～50代市民

・「農村に住みたい」と回答した市民は29％であり、中学生よりやや少ない割

合であったが、その回答の多くが「農作業を体験したことがある」人である。

　また、「農作業を体験したことがある」人の内36％の人が、「農村に住みたい」

と回答している。このことから、農作業体験は農村に住みたい人を増やすこと

が分かる。

・「農村に住んでみたい理由」としては、「田、山、川などの自然が多いから」「空

気がきれいだから」「静かだから」などの、自然環境を理由とした回答が多いが、

「農村に住みたくない理由」としては、「不便だから」が全体の約４割を占め、

次いで「地域のしがらみが多そうだから」「遊ぶ場所が無いから」「農村に住む

と自分のしたい仕事ができないから」などの理由が上位を占め、農村地域の問

題点、地域の特性を理由とする回答が多かった。
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問：あなたは将来「農村」に住んでみたいと思いますか。（複数回答不可）

無回答
2％（12人）

思う
29％

（181人）

思わない
69％

（437人）

　　【農業体験の有無別】

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

157（36） 269（62）

167（86）24（12）

9（2）

人数 (％)

3（2）

1（100）

ある

ない

無回答

農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
が 思う

思わない

無回答
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　　【「農村」に住みたい理由】（３つまで複数回答可）

105

98

61

51

34

21

13

10

9

3

0

25

1

2

0 20 40 60 80 100 120

空気がきれいだから

田、山、川などの自然が多いから

美しい景観があるから

静かだから

住む人が少ないから

今後農業を仕事にしたいから

子育てに適した環境だと思うから

農村に住んだことがあり良かったから

年配の人が多いから

伝統文化があるから

活気があるから

便利だから

その他

無回答

無効

0

　　【「農村」に住みたくない理由】（３つまで複数回答可）

363

145

95

91

48

33

33

28

25

16

4

1

2

31

不便だから

遊ぶ場所（娯楽施設）が無いから

農村に住むと自分のしたい仕事ができないから

大都市に住んでみたいから

住む人が少ないから

年配の人が多いから

活気がないから

子育てに適さない環境だと思うから

地域のしがらみが多そうだから

農村に住んだことがあり良くなかったから

騒々しいから

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答

無効


